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JWSTによる遠方銀河観測で、近傍銀河に比べて窒素 (N)と酸素 (O)の存在比 N/Oが非常に高い銀河が見つ
かっている。このような特異な化学組成は、恒星内の CNOサイクルで反応速度の遅いNが蓄積したガスの組成
によって説明できる可能性がある。CNOサイクルで作られたガスを選択的に放出する様々なモデルが提案され
ているが、どの過程が遠方銀河で支配的なのかは明らかになっていない。CNOサイクルでは Nだけでなく、生
成物であるヘリウム (He)も増加するので、Heと水素 (H)の存在比He/Hを求めることで、初期銀河の化学進化
について新たな制限が得られる可能性がある。しかし、これらの銀河のHe/Hはほとんど求められていなかった。
そこで本研究では、N/Oに制限がついている z ≳ 6の銀河に対してHe/Hを求めるため、JWST/NIRSpecで得
られた He, H輝線スペクトルを解析した。その結果、N/Oが高い銀河において近傍銀河よりも非常に強い He i
輝線が検出された。これらの輝線から、宇宙論の原始He組成研究に用いられている手法であるYMCMCを用い
て He/Hを求めた結果、N/Oが高い銀河では He/Hまたは電子密度が非常に高い可能性があることが分かった。
さらにWolf-Rayet星や超大質量星、潮汐破壊現象などの化学進化モデルを用いて、このような化学組成を再現す
る物理過程についても考察する。


